
団体受験の導入手続き、施行の実際と成果について



施行の実際について

事前 当日 事後



事前

・会場の登録
・名簿の用意
・予備試験の手配
→ 予備試験の実施＝ネット受験の可否

であったため、準備を必要とした。
（昨年度）



（１）実施できる日時が決まっている
（２）団体受験は１会場２日までとしている
（３）団体受験会場になるためには地元の商工会議所

に試験会場として認定される必要がある
（４）団体受験の試験会場の認定からシステムへの登

録には１ヶ月程度要する

事前 手続き



（５）団体受験の申込（施行申込と名簿の提出）と受験手数料
の振込は、団体受験前月の20日までに済ませる

（６）受験手数料の金額は、
（受験料の75％＋事務手数料550円）×人数となる

（７）団体受験の申し込み後の各種変更はできない
（受験種別や日程、人数な ど）

（８）受験者は３日前までに、それぞれの受験者情報を登録す
るマイページに住所等 の情報の登録を済ませる。
また、科目合格・科目免除制度を利用する場合は各種証
書をマイページから登録する

事前 手続き



事前

・生徒のメールアドレスの登録について、何度も登録できない生徒がいた。
→ 対応 伊藤の校務用メールアドレスで対応。

当初は、個人のアドレスでないといけないという話だったが、仮パ
スとＩＤの発行の際にしか使用しないとのことで、問題なく対応で
きた（日商確認済み）。

・科目免除のアップデートができていない生徒（２名）がいた。
→ 管理者権限で、一人ひとりのマイページに入って操作。

アップロードができていない生徒を一覧で見ることができるような仕組み
は整っていない。

実際の現場では



当日

・チュートリアルにて確認
・試験中のトラブル対応
・その場で合否が出る。



当日 実際の現場では

・文字化けを起こしたＰＣがあった。ログインできないＰＣがある。
→ 一斉にアクセスした都合で、不具合が起こった可能性がある。

時間差で問題開始した方がよいかも。

・試験開始後、前の問題に戻る際に、ブラウザに表示されている【前問に戻
る】のアイコンではなく、画面左上の戻るボタンを押すと、グーグルのトップ
ページに戻ってしまうので、注意が必要。
→ その後、ＩＤとパスで再入場ができたのでよかったが、要注意。

＊検定自体は６０分で終わるが、動作確認、印刷、当日トラブルを考えると３
時間の授業の枠は確保しておいたほうが良い。（今回は１～３時間目を確保。
ゆとりを持って取り組めた。）



事後

・認定書が受験者に到着。
・全科目受験の場合は、受験後すぐに試験結果と合否がわかる。
→ 受験者の理解の定着度をすぐに把握することが可能。

「科目合格（１級）」「科目免除（２級・３級）」の各制
度を利用する場合は、日本商工会議所で各種証書の確認作
業が必要となるため、試験日の約14日後に結果が確定する。



全体を通しての懸念事項

・事前の準備で不備があったとしても、確認する
材料が少ないため、問い合わせをするもその回
答に揺らぎがあり、当日まで不安が大きかった。

・ネット環境がどこの学校も同じとは言い切れない。

・商工会議所にも情報が少ない。



成果
メリットと課題について



メリット

・年間を通して受験できるようになった

・７０分５科目のため、問題数が少ない。
→ 網羅的に出題されるため、対策は講じやくなる
のではないか



課題

・受験までの流れが時系列になっておらず戸惑う。

・問い合わせをしたが、その回答に揺らぎがあった。

・岐阜県内の高校で、科目免除についてのトラブルが
あった。（昨年度）

結論：わかりにくく、見にくい







日商簿記

見やすく整理されており、
何が必要かがわかりやすい
ように感じる。



団体でのネット受験が可能になった。

受験者にとってのメリット
準備する者にとっての手間

この二つが整わないと、
受験の普及にはつながらない

私見



団体でのネット受験が可能になった。

個人受験者への窓口がわかりにくいと
受験の普及にはつながらない

私見

個人受験の対応は？



ご清聴ありがとうございました。

岐阜県立土岐商業高等学校
伊藤 陽介


